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駅
間
が
地
下
通
路
で
直
結
し
て
市
中
心
部
は
雨

で
も
雪
で
も
地
上
を
歩
か
な
く
て
す
む
よ
う
に

な
っ
た
。
２
０
１
１
年
３
月
に
開
業
し
て
６
年

近
く
。今
で
は
地
上
を
歩
く
人
が
多
い
夏
場
で
、

平
日
は
５
万
５
０
０
０
人
、
休
日
は
４
万
４
０

０
０
人
が
行
き
交
う
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

都
市
再
開
発
に
26
年
間
携
わ
っ
て
き
た
札

幌
市
都
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
、
高
森
義
憲

（
１
９
５
９
年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、
地
下
鉄

南
北
線
が
札
幌
冬
季
五
輪
（
１
９
７
２
年
）
に

合
わ
せ
て
開
業
し
た
際
、
大
通
駅
―
す
す
き
の

駅
な
ど
に
地
下
通
路
が
誕
生
。
し
か
し
官
公
庁

や
民
間
オ
フ
ィ
ス
が
多
か
っ
た
さ
っ
ぽ
ろ
駅
―

大
通
駅
は
、
地
下
通
路
建
設
が
見
送
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
国
鉄
民
営
化
後
の
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
南
口

再
開
発
事
業
な
ど
で
同
駅
前
の
商
業
集
積
が
進

み
、
同
駅
と
大
通
駅
の
両
商
圏
を
つ
な
ぎ
都
心

の
回
遊
性
を
高
め
る
必
要
が
生
じ
た
。
行
政
の

決
断
で
事
業
費
２
５
２
億
円
の
地
下
歩
行
空
間

の
建
設
が
決
ま
っ
た
。
地
上
は
市
道
と
国
道
に

分
か
れ
て
お
り
、
市
は
１
７
２
億
円
、
国
土
交

通
省
は
80
億
円
を
負
担
し
た
。

札
幌
駅
前
通
は
地
上
の
道
幅
が
36
メ
ー
ト

ル
。
う
ち
行
政
が
中
央
の
20
メ
ー
ト
ル
分
を
掘

っ
た
。
地
下
で
も
法
律
上
は
道
路
で
、
イ
ベ
ン

◆
雪
の
札
幌
と
地
下
通
路

札
幌
は
吹
雪
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
。
２
０
１

６
年
12
月
初
旬
に
訪
れ
た
北
都
。
雪
用
の
靴
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
路
上
で
何
度
も
転
倒
し
て

し
ま
っ
た
。
地
下
鉄
さ
っ
ぽ
ろ
駅
か
ら
大
通
駅

ま
で
伸
び
る
「
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間

（
チ
・
カ
・
ホ
」）
に
避
難
し
た
。
南
北
５
２
０

メ
ー
ト
ル
、幅
員
20
メ
ー
ト
ル
。暖
房
が
効
き
、

多
く
の
人
々
が
往
来
し
て
い
た
。
市
内
を
貫
通

す
る
地
下
鉄
南
北
線
は
、
さ
っ
ぽ
ろ
駅
の
一
つ

南
が
大
通
駅
、二
つ
南
が
す
す
き
の
駅
。こ
の
３

ト
開
催
等
に
厳
し
い
制
限
が
課
さ
れ
る
。
そ
こ

で
地
下
歩
行
空
間
の
両
脇
各
４
メ
ー
ト
ル
（
計

８
メ
ー
ト
ル
分
）
や
交
差
点
の
地
下
は
、
市
が

「
広
場
」
と
し
て
条
例
決
定
し
た
。
高
森
は
「
道

路
で
も
あ
り
、
広
場
で
も
あ
る
。
全
国
的
に
も

珍
し
い
取
り
組
み
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

◆
地
下
通
路
が
ア
ー
ト
の
孵
化
器
に

筆
者
が
訪
れ
た
際
、
地
下
歩
行
空
間
で
は

「
さ
っ
ぽ
ろ
ア
ー
ト
ス
テ
ー
ジ
」
が
開
催
中
だ

っ
た
。
市
が
委
託
金
を
実
行
委
員
会
に
支
出
し

て
11
月
５
日
～
12
月
４
日
ま
で
実
施
。
空
間
両

脇
の
ス
ペ
ー
ス
（
広
場
）
に
は
プ
ロ
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
現
代
美
術
作
品
の
公
開
、
高
校

生
が
制
作
し
た
絵
画
な
ど
の
展
示
が
行
わ
れ
て

い
た
。
と
き
に
は
音
楽
会
も
実
施
さ
れ
る
。
他

の
地
下
通
路
な
ど
を
会
場
に
始
ま
っ
た
秋
の
恒

例
行
事
だ
が
、
開
業
後
の
同
空
間
に
会
場
を
移

し
て
来
場
者
が
ぐ
ん
と
増
え
た
。
市
に
よ
る
と

２
０
１
５
年
度
に
お
け
る
同
空
間
の
来
場
者
は

82
万
人
余
り
に
達
し
た
。

「
公
の
施
設
」
で
あ
る
地
下
広
場
の
場
合
、

官
民
出
資
の
札
幌
駅
前
通
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
が
市
か
ら
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
て
い

る
。
社
長
の
白
鳥
健
志（
１
９
４
９
年
生
ま
れ
）

は
同
社
の
特
徴
を
三
つ
挙
げ
た
。
一
つ
に
は
財

政
的
な
自
立
、
二
つ
に
は
行
政
と
民
間
の
協
働

（
市
の
出
資
額
は
全
体
の
３
％
）、
三
つ
に
は
積

極
的
な
ア
ー
ト
の
活
用
で
あ
る
。
財
政
は
広
場

利
用
料
や
広
告
収
入
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
15

年
度
の
場
合
、収
入
は
約
２
億
４
０
０
０
万
円
。

こ
の
う
ち
広
場
使
用
料
・
広
告
収
入
は
２
億
１

４
０
０
万
円
で
あ
る
。
一
方
で
支
出
の
25
％
の

６
３
０
０
万
円
は
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
回
さ
れ

る
。
株
式
会
社
な
が
ら
出
資
者
へ
の
配
当
は
行

わ
ず
、
同
事
業
を
展
開
す
る
公
益
的
な
存
在
な

の
だ
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
と
し
て
正
社
員

10
人
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
う
え
、
現
代
美
術

作
家
の
今
村
育
子
（
１
９
７
８
年
生
ま
れ
）
を

正
社
員
に
雇
っ
た
点
も
先
駆
的
で
あ
る
。
文
化

事
業
を
企
画
運
営
し
て
お
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
を
展
開
す
る
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
」
な
ど
の
同
社

自
主
事
業
を
担
当
す
る
。「
作
品
の
搬
入
・
搬

出
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
脚
立
に
登
っ
て
展
示
用

照
明
を
取
り
付
け
る
作
業
、
チ
ラ
シ
の
作
成
な

ど
の
で
き
る
人
材
が
必
要
と
な
り
、
知
人
か
ら

『
入
社
試
験
を
受
け
て
み
な
い
か
』
と
誘
わ
れ

た
」（
今
村
）。
こ
の
ほ
か
、
同
社
で
は
広
場
の

未
使
用
空
間
を
大
道
芸
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
無
償
で
提
供
し
、
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
す

取
り
組
み
も
実
施
。
年
２
回
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
札
幌
で
は
地
下
通
路

が
芸
術
を
育
て
る
「
孵
化
器
」
な
の
だ
。

◆�

５
０
０
メ
ー
ト
ル
美
術
館
と

札
幌
国
際
芸
術
祭

地
下
鉄
・
大
通
駅
の
東
側
に
位
置
す
る
別
の

地
下
通
路
は
、
壁
面
を
利
用
し
て
常
設
展
示
場

に
改
装
さ
れ
た
。「
５
０
０
メ
ー
ト
ル
美
術
館
」

で
あ
る
。
先
述
の
ア
ー
ト
ス
テ
ー
ジ
会
場
と
し

て
05
年
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
が
、
地
下
歩
行
空

間
開
業
の
11
年
か
ら
常
設
化
。
同
市
が
５
８
４

０
万
円
を
投
じ
て
照
明
付
き
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

ー
（
厚
さ
60
セ
ン
チ
）
と
パ
ネ
ル
を
新
設
し
た
。

年
４
回
の
展
覧
会
が
行
わ
れ
、
３
回
は
プ
ロ
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘
を
、
年
度
末
の
１
回
は
プ

ロ
ア
マ
問
わ
ず
公
募
し
た
企
画
を
実
現
す
る
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
高
橋
喜
代
史
（
１
９
７
４
年
生

ま
れ　

一
般
社
団
法
人
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ａ
代

表
理
事
）
は
「
１
日
１
万
人
近
く
通
る
。
そ
れ

だ
け
に
作
品
の
質
を
高
め
た
い
」
と
熱
っ
ぽ
く

語
っ
た
。「
初
年
度
は
、
酔
っ
た
方
が
吐
い
た

り
す
る
な
ど
、治
安
の
良
く
な
い
通
り
だ
っ
た
。

まちづくり

第8回

札
幌
市
の
札
幌
駅
前
通

地
下
歩
行
空
間

ア
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る「
チ・カ・ホ
」の
試
み

アート作品が展開される札幌駅前通地下歩行空間（両脇が条例上の「広場」）
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展
示
作
業
中
、
通
行
市
民
か
ら
『
な
ぜ
こ
ん
な

も
の
を
展
示
す
る
の
か
』
と
苦
情
を
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
」。
し
か
し
今
で
は
、
展
示
照

明
の
た
め
通
路
が
明
る
く
な
っ
た
う
え
「
通
行

の
市
民
か
ら
『
寒
い
の
に
ご
苦
労
さ
ん
』
と
温

か
い
缶
コ
ー
ヒ
ー
や
菓
子
パ
ン
の
差
し
入
れ
が

あ
る
」（
高
橋
）。

高
橋
は
漫
画
家
志
望
だ
っ
た
。
著
名
な
雑
誌

で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
。
円
山
公

園
近
く
の
Ｃ
Ａ
Ｉ
現
代
芸
術
研
究
所
が
開
く
ア

ー
ト
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
後
、
上
京
し
て
漫
画
の

修
行
を
し
て
い
た
が
、
30
歳
の
と
き
現
代
美
術

の
創
作
活
動
を
行
う
た
め
に
帰
郷
。
ア
ー
ト
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
‐
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
る
際
に
５
０
０
メ
ー
ト
ル
美
術
館
を
企
画

運
営
す
る
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高

橋
と
今
村
は
同
ス
ク
ー
ル
で
一
緒
に
学
ん
だ
仲

間
。
２
人
と
も
作
家
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
ア

ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
事
に
就
く
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
が
、「
市
民
と
芸
術
文
化
を
つ
な
ぐ

企
画
を
考
え
る
人
が
少
な
い
。
仲
間
を
見
つ
け

な
け
れ
ば
」
と
痛
感
し
て
い
る
。
高
橋
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
５
０
０
メ
ー
タ
ー
ズ
」

を
組
織
し
て
年
間
20
回
ほ
ど
企
画
会
議
を
重

ね
、
自
主
企
画
を
指
導
す
る
。
今
村
は
16
年
に

同
ま
ち
づ
く
り
会
社
主
催
の
「
シ
ン
ク
ス
ク
ー

ル
」
を
立
ち
上
げ
た
。
１
期
生
は
21
人
。
と
も

に
、
ア
ー
ト
で
ま
ち
を
面
白
く
す
る
人
材
が
育

つ
こ
と
を
夢
見
る
。

２
人
が
期
待
し
て
い
る
の
は
札
幌
国
際
芸

術
祭
で
あ
る
。
14
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
ご

と
に
行
わ
れ
る
。
２
回
目
が
17
年
に
開
催
さ
れ

る
の
で
「
札
幌
に
現
代
美
術
な
ど
の
芸
術
文
化

が
定
着
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
願
う
。

同
芸
術
祭
実
行
委
員
会
の
総
務
係
長
、
佐
藤
善

宣
（
１
９
７
７
年
生
ま
れ
）
は
市
職
員
で
文
化

振
興
課
と
兼
務
す
る
。「
２
０
１
７
年
に
は
一

層
の
市
民
参
加
を
求
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。
た
と
え
ば
５
０
０
メ
ー
ト
ル
美
術
館
で
は

招
聘
作
家
と
一
緒
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
展

覧
会
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
企
画
を
進
め
て
い

る
。
多
く
の
市
民
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育
成

し
た
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

◆�

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の　

新
た
な
取
り
組
み

話
を
地
下
歩
行
空
間
に
戻
そ
う
。
通
行
量
は

年
々
増
え
て
い
る
。
開
業
時
に
比
べ
て
平
日
は

２
・
７
倍
、
休
日
で
２
・
１
倍
に
増
え
て
き
た
。

外
国
人
観
光
客
も
多
い
。
こ
れ
か
ら
は
ど
う
な

る
の
か
？　

同
社
社
長
の
白
鳥
は
「
東
京
な
ど

大
都
市
圏
の
都
市
再
開
発
は
、
ビ
ル
所
有
者
が

地
域
を
活
性
化
し
て
自
社
ビ
ル
の
価
値
を
上
げ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
場
合
が
多
い
。
地
方
都

市
で
は
行
政
と
民
間
の
協
働
が
不
可
欠
」
と
し

た
う
え
で
「
札
幌
駅
前
通
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
は
、
ビ
ル
所
有
者
で
は
な
く
、
こ
こ
で

働
く
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
た
ち
。
彼
ら
彼
女
ら

が
ま
ち
づ
く
り
や
文
化
事
業
に
参
加
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

一
方
で
、
壁
の
広
告
、
広
場
の
使
用
と
も
高

い
稼
働
率
に
あ
り
、こ
れ
以
上
は
望
み
に
く
い
。

そ
こ
で
白
鳥
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
会

社
と
し
て
、
地
下
歩
行
空
間
の
外
で
も
社
会
貢

献
で
き
る
会
社
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
る
。

す
で
に
北
海
道
旧
本
庁
舎
（
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
）

東
側
地
上
に
あ
る
北
３
条
広
場
の
管
理
運
営
を

手
掛
け
、
14
年
以
降
毎
年
８
月
に
地
域
の
盆
踊

り
を
行
っ
て
い
る
。
白
鳥
は
「
わ
が
社
と
民
間

不
動
産
業
者
の
間
で
協
定
を
結
び
、
ビ
ル
の
中

に
新
た
に
設
け
ら
れ
る
公
共
的
ス
ペ
ー
ス
の
運

営
を
引
き
受
け
ら
れ
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
人
が
出
入
り
し
て
、
こ
の
ま
ち
に
つ

い
て
気
軽
に
話
し
合
え
る
カ
フ
ェ
の
経
営
な
ど

を
し
て
み
た
い
」
と
語
っ
た
。（
敬
称
略
）


